	主に
　　　①　　　　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	２年文系

	教科（科目）
	古典探究×地学基礎

	授業の目標
	異なる分野で同一年代の気温（気候）がどうであったのかを把握する手法および意義を理解する。また、地学における気候復元の分析方法について学ぶ。

	内容
	江戸時代に書かれた古文書（甲子夜話）には、その当時の気候に関連した記載もある。そこから江戸時代、それ以前の気候はどういった手法で復元するのか、微化石を用いた研究手法の紹介と過去の気候を調査する意義を確認する。

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素（下記のﾏｽﾀｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸから転記）
	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法

	
	Ｄ　課題対応力
	②研究手法の獲得　③創意工夫

	
	Ｇ　コミュニケーション力
	②対話・議論

	
	
	

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	江戸時代の古文書には雪や雹、農作物の不作の記載、そして飢饉が発生した事実がかかれているため、現代に比べ寒かったことが予想される。地学における気候復元の研究手法を学び、過去の気候を調査する意義を自然科学の側面だけでなく、人文・社会科学の視点からも考える。


パターン2　南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案

[bookmark: _Hlk136278889]
指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	
２０分

	甲子夜話における、三月上旬上州榛名山の麓で起きた気象現象について確認する。
	授業プリントをもとに、読解を行う。
	使用教材
　甲子夜話（松浦静山著）

	
１３分

	過去の気温（気候）を調べる方法について、古文書や示相化石、微化石を用いた手法を確認する。
	授業スライドをもとに確認する。
	

	
１２分

	過去の気候を調べる意義を考える。
	授業スライドをもとに確認する。
	

	
５分
	評価問題の問６「気候復元をするために、古文書と微化石を併用するのはなぜか」について、周囲と話し合いながら考える。
	授業プリントをもとに確認する。


	授業時間に余裕がある場合は、評価問題　問１～問５にも回答を行う。




授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。
	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ



